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答  申  

 

審 査 請 求 人 （ 以 下 「 請 求 人 」 と い う 。 ） が 提 起 し た 地 方 税 法

（ 以 下 「 法 」 と い う 。 ） ３ ４ ２ 条 １ 項 の 規 定 に 基 づ く 固 定 資 産

税 賦 課 処 分 及 び 法 ７ ０ ２ 条 １ 項 の 規 定 に 基 づ く 都 市 計 画 税 賦 課

処 分 に 係 る 審 査 請 求 に つ い て 、 審 査 庁 か ら 諮 問 が あ っ た の で 、

次 の と お り 答 申 す る 。  

 

第 １  審 査 会 の 結 論  

本 件 審 査 請 求 は 、 棄 却 す べ き で あ る 。  

 

第 ２  審 査 請 求 の 趣 旨  

本 件 審 査 請 求 の 趣 旨 は 、 東 京 都 ○ ○ 都 税 事 務 所 長 （ 以 下

「 処 分 庁 」と い う 。）が 請 求 人 に 対 し 令 和 ３ 年 １ １ 月 １ ０ 日

付 け で 行 っ た 固 定 資 産 税 及 び 都 市 計 画 税（ 以 下「 固 定 資 産 税

等 」と い う 。）賦 課 処 分（ 納 税 通 知 書 番 号 ○ ○ ）の う ち 、別

紙 物 件 目 録 記 載 の 土 地（ 以 下「 本 件 土 地 」と い う 。）に 係 る

部 分（ 以 下「 本 件 処 分 」と い う 。内 容 は 別 紙 処 分 目 録 記 載 の

と お り 。 ） に つ い て 、 そ の 取 消 し を 求 め る も の で あ る 。  

 

第 ３  請 求 人 の 主 張 の 要 旨  

請 求 人 の 主 張 は 、お お む ね 次 の と お り で あ り 、本 件 処 分 は

違 法 又 は 不 当 で あ る と 主 張 す る も の と 解 さ れ る 。  

本 件 土 地 の 一 部 に つ い て 、 利 用 上 の 制 約 を 設 け ず 不 特 定

多 数 の 人 の 利 用 に 供 さ れ て い る 私 道 部 分 が 含 ま れ て い る 。

当 該 私 道 部 分 に つ い て 課 税 さ れ て い る こ と か ら 、 賦 課 処 分
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の 取 消 を 求 め る 。  

土 地 ○ － ○ と の 境 界 （ 写 真 Ａ ） 。  

当 該 路 地 の 上 部 に は 建 物 が 無 い こ と が 分 か る（ 写 真 Ｂ ）。  

○ ○ 通 り に 抜 け る 手 前 に 地 下 鉄 入 口 が あ り 、 こ の 路 地 は

通 常 の 路 地 よ り 公 共 性 が 高 い （ 写 真 Ｃ ） 。  

 

第 ４  審 理 員 意 見 書 の 結 論  

本 件 審 査 請 求 は 理 由 が な い か ら 、 行 政 不 服 審 査 法 ４ ５ 条

２ 項 の 規 定 を 適 用 し て 、 棄 却 す べ き で あ る 。  

 

第 ５  調 査 審 議 の 経 過  

   審 査 会 は 、 本 件 諮 問 に つ い て 、 以 下 の と お り 審 議 し た 。  

年  月  日  審 議 経 過  

令 和 ４ 年 １ ０ 月 ２ ０ 日  諮 問  

令 和 ４ 年 １ １ 月 ２ ９ 日  審 議 （ 第 ７ ２ 回 第 ３ 部 会 ）  

令 和 ４ 年 １ ２ 月 ２ ０ 日  審 議 （ 第 ７ ３ 回 第 ３ 部 会 ）  

令 和 ５ 年  １ 月 １ ６ 日  審 議 （ 第 ７ ４ 回 第 ３ 部 会 ）  

 

第 ６  審 査 会 の 判 断 の 理 由  

審 査 会 は 、請 求 人 の 主 張 、審 理 員 意 見 書 等 を 具 体 的 に 検 討

し た 結 果 、 以 下 の よ う に 判 断 す る 。  

１  法 令 等 の 定 め  

⑴  賦 課 期 日  

法 ３ ５ ９ 条 は 、固 定 資 産 税 に つ い て 、当 該 年 度 の 初 日 の

属 す る 年 の １ 月 １ 日 を 賦 課 期 日 （ 固 定 資 産 税 等 に 関 す る

課 税 客 体 、納 税 義 務 者 、非 課 税 の 範 囲 、課 税 標 準 等 の 課 税

要 件 を 確 定 す る 基 準 と な る 日 ）と す る 旨 規 定 す る（ 法 ７ ０

２ 条 の ６ の 規 定 に よ り 、 都 市 計 画 税 に つ い て も 同 様 で あ
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る 。 ） 。  

⑵  法 に よ る 道 路 非 課 税 の 定 め と そ の 解 釈  

法 ３ ４ ８ 条 ２ 項 ５ 号 は 、公 共 の 用 に 供 す る 道 路 、運 河 用

地 及 び 水 道 用 地 に つ い て は 、 固 定 資 産 税 を 課 す こ と が で

き な い 旨 規 定 し て い る （ 法 ７ ０ ２ 条 の ２ 第 ２ 項 の 規 定 に

よ り 、 都 市 計 画 税 に つ い て も 同 様 で あ る 。 ） 。  

そ し て 、こ こ に い う「 公 共 の 用 に 供 す る 道 路 」と は 、「何

ら の 制 約 を 設 け ず 、 不 特 定 多 数 人 の 利 用 に 供 す る 道 路 」

（ 大 阪 地 方 裁 判 所 昭 和 ４ １ 年 ６ 月 ２ ７ 日 判 決 ・ 行 政 事 件

裁 判 例 集 １ ７ 巻 ６ 号 ６ ９ １ 頁 ）、あ る い は「 道 路 で あ っ て

所 有 者 に お い て 一 般 的 利 用 に つ い て 何 等 の 制 限 を 設 け ず

開 放 さ れ て い る 状 態 に あ り 、か つ 、不 特 定 多 数 人 の 利 用 に

供 さ れ て い る も の 」（大 阪 地 方 裁 判 所 昭 和 ５ ３ 年 ４ 月 ２ ５

日 判 決・判 例 タ イ ム ズ ３ ６ ９ 号 ３ ０ ３ 頁 ）を い う も の と さ

れ て い る 。  

⑶  東 京 都 に お け る 固 定 資 産 税 等 の 取 扱 い  

東 京 都 に お い て は 、「固 定 資 産 税 及 び 都 市 計 画 税 の 課 税

事 務 の 取 扱 い に つ い て（ 通 達 ）」（平 成 ２ ８ 年 １ 月 ２ ９ 日

付 ２ ７ 主 資 固 第 ２ ４ ３ 号 主 税 局 長 通 達 ）に よ り 、固 定 資 産

税 等 の 課 税 事 務 の 取 扱 い に つ い て は 、「固 定 資 産 税 及 び 都

市 計 画 税 課 税 事 務 提 要 」（以 下「 事 務 提 要 」と い う 。）に

よ る も の と し て い る 。  

事 務 提 要 で は 、法 ３ ４ ８ 条 ２ 項 ５ 号 の「 公 共 の 用 に 供 す

る 道 路 」に つ い て の 非 課 税 制 度（ 以 下「 道 路 非 課 税 」と い

う 。）の 認 定 要 件 に 関 し て 、原 則 と し て 道 路 法 に い う 道 路

（ 高 速 自 動 車 国 道 、一 般 国 道 、都 道 、区 道 ）を い う が 、そ

の 他 の も の で あ っ て も 、 何 等 制 約 を 設 け ず 不 特 定 多 数 人

の 利 用 に 供 さ れ て い る も の で 、 次 の ア か ら ウ ま で の す べ
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て の 条 件 に 該 当 す る も の に つ い て は 、 道 路 法 に い う 道 路

に 準 ず る も の と し て 、こ れ に 含 め る も の と し て い る（ 事 務

提 要 第 ２ 章 第 ４ 節 第 ２ ・ １ ２ ・ ⑴ ） 。  

以 下 、メ ー ト ル は「 ｍ 」と 、平 方 メ ー ト ル は「 ㎡ 」と 表

記 す る 。  

ア  道 路 の 起 終 点 が そ れ ぞ れ 別 の 公 道 に 接 し て い る も の  

イ  道 路 全 体 を 通 し て 道 路 幅 員 が １ ． ８ ｍ 程 度 以 上 あ る

も の  

ウ  客 観 的 に 道 路 と し て 認 定 で き る も の  

そ し て 、「 客 観 的 に 道 路 と し て 認 定 で き る も の 」と は 、

道 路 の 形 態 を 有 し 、道 路 と 宅 地 等 が 塀 、Ｌ 形 側 溝 及 び 縁 石

等 に よ り 明 確 に 区 分 さ れ 、 道 路 以 外 の 用 に 供 さ れ て い な

い こ と（ 具 体 的 に は 、庭 や 駐 車 場 等 と し て 、併 用 利 用 を し

て い な い こ と 、 道 路 部 分 の 上 空 に 建 築 物 が 存 在 し な い こ

と 、 道 路 部 分 が 原 則 と し て 敷 地 面 積 に 含 ま れ て い な い も

の で あ る こ と 。）を い う（ 事 務 提 要 ４ ７ 頁 ）と さ れ て い る 。  

事 務 提 要 は 、 東 京 都 に お け る 固 定 資 産 税 等 の 課 税 事 務

運 営 に 当 た り 、 税 法 を 正 し く 適 用 す る た め に 解 釈 の 統 一

を 図 り 、能 率 的 に し て 統 制 あ る 事 務 処 理 を 期 す る た め 、処

理 要 領 を 示 し た も の（ 事 務 提 要 第 １ 章 第 １ 節 １ ）で あ っ て 、

上 記 記 載 の 事 務 提 要 に お け る 道 路 非 課 税 の 適 用 要 件 に 係

る 規 定 は 、 法 ３ ４ ８ 条 ２ 項 ５ 号 及 び ７ ０ ２ 条 の ２ 第 ２ 項

の 解 釈 運 用 指 針 で あ る 。  

⑷  固 定 資 産 税 等 に 係 る 非 課 税 申 告  

東 京 都 都 税 条 例 施 行 規 則 （ 昭 和 ２ ５ 年 東 京 都 規 則 第 １

２ ６ 号 。以 下 、単 に「 規 則 」と い う 。）１ ２ 条 の １ ４ は 、

法 ３ ４ ８ 条 ２ 項 本 文 （ 固 定 資 産 税 を 課 す こ と が で き な い

範 囲 を 定 め る も の 。同 項 ５ 号 が 道 路 非 課 税 を 定 め て い る 。）
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の 規 定 の 適 用 を 受 け る べ き 者 は 、 必 要 事 項 を 記 載 し た 申

告 書 を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 旨 規 定 し て い る

（ 規 則 １ ８ 条 ２ 項 の 規 定 に よ り 、都 市 計 画 税 に つ い て 、法

７ ０ ２ 条 の ２ 第 ２ 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る べ き 者 に つ い

て も 同 様 で あ る 。 ） 。  

規 則 は 、東 京 都 都 税 条 例（ 昭 和 ２ ５ 年 東 京 都 条 例 第 ５ ６

号 ） １ ４ 条 に よ り 都 税 の 賦 課 徴 収 に つ い て 必 要 な 事 項 を

定 め る も の で あ る 。  

２  本 件 処 分 に つ い て の 検 討  

本 件 処 分 は 、 本 件 非 課 税 申 告 書 が 処 分 庁 に 提 出 さ れ る 前

に な さ れ た も の で あ る が 、 処 分 庁 は 、 本 件 審 査 請 求 に お い

て 、 本 件 申 告 私 道 部 分 を 含 む 本 件 路 地 は 道 路 非 課 税 の 要 件

に 該 当 し な い 旨 の 弁 明 書 を 提 出 し て い る の で 、以 下 、道 路 非

課 税 の 適 用 に つ い て 検 討 す る 。  

⑴  本 件 土 地 等 の 状 況  

本 件 土 地 が 存 す る 街 区 は 、長 方 形 で 、各 辺 が 道 路 法 に い

う 道 路（ 南 東 側 の 長 辺 が ○ ○ 通 り 、南 西 側 の 短 辺 が ○ ○ 通

り 、北 西 側 の 長 辺 が ○ ○ 通 り 、北 東 側 の 短 辺 が ○ ○ 通 り ）

に 囲 ま れ て い る 。  

本 件 土 地（ ○ 番 ○ ）は 、○ ○ 通 り に 南 東 側 で 接 す る 矩 形

の 土 地 で 、 他 の ３ 辺 は 別 の 宅 地 と 接 し て い る 。  

本 件 申 告 私 道 部 分 は 、本 件 路 地（ 当 該 街 区 の 内 側 を ○ ○

通 り と ○ ○ 通 り に 平 行 し て 貫 き 、 ○ ○ 通 り か ら ○ ○ 通 り

ま で の 通 り 抜 け が 可 能 で あ る ） の 一 部 を 構 成 す る も の で

あ る 。  

本 件 路 地 は 、一 般 国 道 、都 道 、区 道 の い ず れ で も な い か

ら 、 「 道 路 法 に い う 道 路 」 に は 該 当 し な い 。  

⑵  本 件 申 告 私 道 部 分 に つ い て の 検 討  
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本 件 路 地 の 道 路 面 の 幅 員 は 、場 所 に よ っ て 異 な り 、○ ○

通 り 寄 り（ 地 下 鉄 入 口 の 近 く ）の よ う に １ ．８ ｍ よ り 広 い

箇 所 も あ る 。し か し 、本 件 申 告 私 道 部 分 に つ い て は 、本 件

土 地 上 の 建 物（ ○ － ○ － ○ ）の 建 築 計 画 概 要 書 に よ れ ば 、

壁 か ら 敷 地 境 界 線 ま で の 距 離 は「 １ ５ ０ ０ 」と さ れ 、本 件

土 地 に 隣 接 す る ○ － ○ 側 は 境 界 近 く ま で 柵 が 設 置 さ れ て

い る か ら 、審 査 請 求 書 添 付 の 写 真 Ａ で 示 さ れ る「 土 地 ○ －

○ と の 境 界 」付 近 で は 、幅 員 １ ．８ ｍ よ り も 狭 い こ と が 認

め ら れ る 。  

事 務 提 要 は 、道 路 非 課 税 の 認 定 要 件 と し て 、「 道 路 法 に

い う 道 路 に 準 ず る も の 」 は 上 記 １ ⑶ に 掲 げ る ア か ら ウ ま

で の す べ て の 条 件 に 該 当 す る も の で あ る と し て い る と こ

ろ 、本 件 路 地 は 、本 件 申 告 私 道 部 分 の 幅 員 が １ ．８ ｍ よ り

も 狭 い こ と が 認 め ら れ る か ら 、「道 路 全 体 を 通 し て 道 路 幅

員 が １ ． ８ ｍ 程 度 以 上 あ る も の 」（ 上 記 １ (3 )イ ） に 該 当

し な い こ と が 明 ら か で あ る 。  

し た が っ て 、 本 件 路 地 の 一 部 で あ る 本 件 申 告 私 道 部 分

は 、「道 路 法 に い う 道 路 に 準 ず る も の 」と し て「 公 共 の 用

に 供 す る 道 路 」 に 含 め る た め の 条 件 を 満 た す も の で は な

い 。  

⑶  以 上 の と お り 、本 件 申 告 私 道 部 分 は 、法 ３ ４ ８ 条 ２ 項 ５

号 に い う「 公 共 の 用 に 供 す る 道 路 」に 該 当 し な い の で あ る

か ら 、 道 路 非 課 税 要 件 を 適 用 せ ず に 固 定 資 産 税 等 を 賦 課

し た 本 件 処 分 は 、 法 令 の 規 定 及 び そ の 解 釈 に 従 い 適 正 に

な さ れ た も の で あ る と 認 め ら れ る 。  

ま た 、本 件 処 分 に つ い て は 、固 定 資 産 課 税 台 帳 登 録 価 格

に 基 づ い て 課 税 標 準 額 を 求 め 、軽 減 措 置 を 適 用 し て お り 、

税 額 の 算 出 も 適 正 に 行 わ れ て い る こ と が 認 め ら れ る 。  
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し た が っ て 、本 件 処 分 は 、上 記 １ の 法 令 等 の 定 め に 則 っ

て な さ れ た も の で あ り 、 違 法 又 は 不 当 な 点 は 認 め ら れ な

い 。  

３  請 求 人 の 主 張 （ 第 ３ ） に つ い て の 検 討  

請 求 人 は 、本 件 路 地 の 上 部 に は 建 物 が 無 い 、本 件 路 地 に は

地 下 鉄 入 口 が あ り 公 共 性 が 高 い 等 の 主 張 を し て い る 。  

し か し 、本 件 路 地 が「 道 路 全 体 を 通 し て 道 路 幅 員 が １ ．８

ｍ 程 度 以 上 あ る も の 」に 該 当 し な い た め 、本 件 路 地 が「 道 路

法 に い う 道 路 に 準 ず る も の 」に 該 当 し な い（ 上 記 ２ ⑵ ）こ と

は 明 ら か で あ る 。  

し た が っ て 、 請 求 人 の 主 張 は 採 用 す る こ と が で き な い 。  

４  請 求 人 の 主 張 以 外 の 違 法 性 又 は 不 当 性 に つ い て の 検 討  

そ の 他 、 本 件 処 分 に 違 法 又 は 不 当 な 点 は 認 め ら れ な い 。  

 

以 上 の と お り 、 審 査 会 と し て 、 審 理 員 が 行 っ た 審 理 手 続 の 適

正 性 や 法 令 解 釈 の 妥 当 性 を 審 議 し た 結 果 、 審 理 手 続 、 法 令 解 釈

の い ず れ も 適 正 に 行 わ れ て い る も の と 判 断 す る 。  

よ っ て 、 「 第 １  審 査 会 の 結 論 」 の と お り 判 断 す る 。  

 

（ 答 申 を 行 っ た 委 員 の 氏 名 ）  

羽 根 一 成 、 加 々 美 光 子 、 青 木 淳 一  

 

別 紙 （ 略 ）  

 


